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計画策定の趣旨 

 安全で安心なまちづくりを総合的に推進していくことを目的に、平成１８年４月１日に

「河北町地域安全条例」が施行され、町民、事業者、警察、関係機関・団体及び町が連携

し、一体となった活動を進めてきました。その結果、刑法犯認知件数、交通事故件数とも

減少しており、着実に成果が挙がっています。 

 一方、社会情勢の変化に伴い、ドメスティック・バイオレンス  、ストーカー行為、

少年犯罪や高齢者などを狙った特殊詐欺など、新たな犯罪に対処する取組みを進めていく

必要性や、地域コミュニティの希薄化や高齢化などによる地域防犯力の低下など、新たな

課題が懸念されています。 

 そのため、これまでの状況や課題を踏まえ、犯罪被害や交通事故のない安全で安心なま

ちづくりを目指すため、河北町地域安全推進基本計画（平成２９年度～平成３８年度）を

策定し、基本的な考え方を示します。 

 

計画の基本理念 

 安全で安心なまちづくりに向けて、町民、事業者、警察、関係機関・団体及び町が連携

し、次の事項を基本理念として推進します。 
 １ 「自分の安全は、自分で守る」という意識づくり 
 ２ 「自分たちの地域は、自分たちで守る」という地域づくり 
 ３ 「犯罪、交通事故にあわない、起こさない」ための環境づくり 
 

計画の位置づけ 

 河北町地域安全条例（抜粋） 
（基本計画の策定） 
第７条 町長は、安全なまちづくり等に関する施策を総合的かつ計画的に推進を図るため

の基本計画（以下「基本計画」という。）を策定するものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１ ドメスティック・バイオレンス 

英語の「domestic violence」をカタカナで表記したものです。略して「DV」と呼ばれること

もあります。日本では「配偶者や恋人など親密な関係にある、又はあった者から振るわれる暴

力」という意味で使用されることが多いです。（内閣府男女共同参画局 HP より） 

河北町地域安全 
推進基本計画 

第７次河北町総合計画後期基本計画 

河北町オール

安全都市宣言

第１０次河北町

交通安全計画 

町民・地域・学校・事業者 

支援・活動 

防犯・交通安全の視点からの実現

整合 

河
北
町
地
域
安
全
条
例

策定 

（注１） 



 

2 

93

59

87
80

70
54 48

61 65
49

113 110
96

110 113 116

92 90
99

77

0

20

40

60

80

100

120

140

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

刑法犯認知件数及び交通事故件数

刑法犯認知件数 交通事故件数

（単位：件）

これまでの目標達成の状況 

これまでの計画は平成１９年から平成２８年までを計画期間として、平成２３年まで

に刑法犯認知件数９０件／年、交通事故件数１２５件／年、計画最終年の平成２８年ま

でに刑法犯認知件数５５件／年、交通事故件数８９件／年を目標としていました。 
この目標に対する成果として、刑法犯認知件数については平成２０年から平成２５年

までと、平成２８年に目標を達成しました。また、交通事故件数については平成１９年

から平成２３年までと、平成２８年に目標を達成しました。 
 

河北町における刑法犯認知件数及び交通事故件数の推移 
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河北町における刑法犯認知件数及び交通事故件数の推移 
 

 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23
刑法犯認知件数（件） 93 59 87 80 70
交通事故件数（件） 113 110 96 110 113
人口 1,000人 
あたり 

刑法犯認知件数（件） 4.47 2.86 4.27 3.97 3.50
交通事故件数（件） 5.43 5.34 4.71 5.46 5.65

人 口（人） ※ 20,807 20,595 20,368 20,129 19,995
 

 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
刑法犯認知件数（件） 54 48 61 65 49
交通事故件数（件） 116 92 90 99 77
人口 1,000人 
あたり 

刑法犯認知件数（件） 2.72 2.43 3.11 3.35 2.55
交通事故件数（件） 5.83 4.66 4.59 5.10 4.00

人 口（人） ※ 19,885 19,722 19,618 19,419 19,251
※ 各年の人口は１２月３１日現在 
※ 刑法犯認知件数：警察において発生を認知した事件の数（警察統計１月～１２月） 
【参考】山形県の状況（平成２７年） 

刑法犯認知件数：５，０１４件、交通事故件数６，４４６件 
人口１，０００人あたりの件数：刑法犯認知件数４．４０件、交通事故件数５．６４件 

人口１，１４０，７３５人（総務省の平成２７年１月１日現在の推計値） 

 

これまでの検証と課題 
 ⑴ 検証 

ここ１０年間の状況は、人口１，０００人あたりの件数では、刑法犯認知件数は平

成１９年の４．４７件が最も多く平成２５年の２．４３件が最も少なくなっています。

また、交通事故件数は平成２４年の５．８３件が最も多く平成２８年の４．００件が

最も少なくなっています。 
 

⑵ 課題 
これまでの計画において進めてきた施策などから、刑法犯認知件数や交通事故件数

の目標数値を達成しておりますが、引き続き減少傾向となるよう、今後もさまざまな

施策による一層の取り組みが重要と考えられます。 
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計画の期間 

 この計画の期間は、平成２９年度から平成３８年度までの１０年間とします。 
 なお、今後の犯罪及び交通事故などの状況、町民の意識の変化などにより点検を行いよ

り効果的かつ効率的な展開に努めます。 
 
計画における目標 

 今後の人口動態を考慮し、本計画における目標については「人口１，０００人当りの件

数」を目標値とします。 
 具体的な目標値としては、これまでの状況による指標を精査し、平成２４年～平成２８

年の最小値を採用し、刑法犯認知件数は平成２５年（年間２．４３件）、交通事故件数は平

成２８年（年間４．００件）の実績値から２％減少を目指し、各年の目標とします。 
 
 

目 標 
 
計画期間の平成２９年～平成３８年まで各年の目標件数を 

刑法犯認知件数：人口１，０００人あたり年間２．４０件 
交通事故件数：人口１，０００人あたり年間３．９２件 

 
 

 
（参考）河北町人口ビジョンの人口推計による目標件数 

 平成３２年 平成３７年 
人 口 （人） １８，７２２ １８，０３６ 
刑法犯認知件数（件） ４５ ４３ 
交通事故件数（件） ７３ ７１ 
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第１章  防犯施策の推進 
 
 第１節 現状と課題 

     本町の平成２８年刑法犯認知件数は４９件で前年より１６件減少（約２５％減）

となっていますが、犯罪割合では窃盗犯が大半を占める傾向となっており、全国

的に問題となっている特殊詐欺を含む知能犯の被害件数は、減少傾向となってお

ります。 
     このような状況の下、安全で安心なまちづくりを推進するためには、町民、事

業者、警察、関係機関・団体及び町が連携し、様々な施策を展開することが重要

であり、地域住民の相互信頼をもとにした自主的な結びつきの強化を図ることが

今後の課題です。さらに、安全で安心なまちづくりを進めていく中で、防犯の視

点にたった環境づくりも重要で、大きな要素であります。 
 
  河北町内刑法犯の罪種  別認知状況                （単位：件） 

罪種 
凶悪・ 
粗暴犯 

窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他 計 

平成１９年 2 65 3 0 23 93
平成２０年 5 41 6 0 7 59
平成２１年 9 58 8 2 10 87
平成２２年 14 46 8 0 12 80
平成２３年 7 44 4 3 12 70
平成２４年 3 47 2 0 2 54
平成２５年 8 27 0 1 12 48
平成２６年 4 45 2 0 10 61
平成２７年 9 48 3 1 4 65
平成２８年 13 30 1 0 5 49

  （警察統計１月～１２月） 
 
 
 
注２ 罪種 
・ 凶悪犯：殺人、強盗、放火、強姦 など 
・ 粗暴犯：暴行、傷害、脅迫、恐喝 など 
・ 窃盗犯：空き巣、万引き、車上狙い、乗り物盗 など 
・ 知能犯：詐欺、横領、偽造、汚職、背任 など 
・ 風俗犯：賭博、強制わいせつ、公然わいせつ、わいせつ物頒布 など 
・ その他：占有離脱物横領、公務執行妨害、住居侵入、略取誘拐、器物損壊 など 

 

（注２） 
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 第２節 町の取組み 

     防犯対策をより効果的に推進するため、以下の５つの柱を中心とした施策を展

開していきます。 
 
   １ 自分の安全を守るための意識の向上及び知識の普及推進 

     犯罪を未然に防止することは、町民一人ひとりが防犯に関する知識を持つこと

が必要であり、町民等への知識の普及及び啓発活動を推進するため、次のような

施策を実施します。 
    ⑴ 防犯の意識向上に向けた講習会の開催を推進するとともに、講習会への積極

的な参加を促します。また、地区で開催される会議等の際に講師等の派遣に努

めます。 
    ⑵ 広報紙等を活用し、防犯に関する知識の普及や犯罪情報の提供に努めます。 
    ⑶ 多くの町民が参加するイベント等の機会を活用し、防犯意識の向上に努めま

す。 
    ⑷ インターネットやＳＮＳ  を利用することによって、犯罪に巻き込まれる

危険があることを、様々な機会を活用し、啓発に努めます。 
    ⑸ 商品やサービスの契約などについての苦情や相談があった場合には、県消費

生活センター、警察、弁護士及び町と連携し、適切な助言・指導等に努めます。 
    ⑹ 各地区防犯協会と連携し、防犯活動（防犯パトロールなど）に努めます。 
    ⑺ 振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺  を防止するため、広報活動や情報

提供に努めます。 
    ⑻ ドメスティック・バイオレンス  やストーカー行為による被害を防止する

ため、相談や情報があった場合には、警察等と連携し、適切な助言や住民基本

台帳閲覧制度の制限などを行います。 
 
 
注３ SNS 

ソーシャルネットワーキングサービス（Social Networking Service）の略で、登録された利

用者同士が交流できる Web サイトの会員制サービスのことです。友人同士や、同じ趣味を

持つ人同士が集まったり、近隣地域の住民が集まったりと、ある程度閉ざされた世界にする

ことで、密接な利用者間のコミュニケーションを可能にしています。（総務省 HP より） 
 
注４ 特殊詐欺 

特殊詐欺とは、被害者に電話をかけるなどして対面することなく、指定した預貯金口座への

振込みその他の方法により、不特定多数の者から現金等をだまし取る犯罪（現金等を脅し取

る恐喝も含む。）の総称であり、その代表的なものが振り込め詐欺です。（警察庁 HP より） 
 

    

（注３）

（注４）

（注１）
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２ 自分たちの地域は自分たちで守る地域づくりの推進 

     地域における犯罪を未然に防止し、安全で安心なまちづくりを推進するために

は、町民や関係機関・団体が一体となって地域の安全のために活動していくなど

地域単位での自主的な活動が重要です。 
    ⑴ 自分たちの地域の安全は自分たちで守るという観点から、町民が主体的に地

域の点検、把握に努め、地域安全マップなどを作成するなど、町民が積極的に

参加できるような仕組みづくりが出来るよう情報提供に努めます。 
    ⑵ 地域の防犯組織への参加促進を図り、自主防犯活動（防犯パトロールなど）

の推進に努めます。 
    ⑶ 警察、関係機関・団体等及び町の連携強化を図り、情報の共有化に努めます。 
      また、緊急時の連絡体制を充実させ、町民も含めた情報ネットワークの構築

に努めます。 
 
   ３ 環境づくりの推進 
     犯罪の防止の取組みは、犯罪が発生しにくい環境づくりも必要です。道路、公

園、建築物等の整備にあたっては、次のような施策を展開していきます。 
    ⑴ 夜間における歩行者等の安全確保や犯罪の抑止を図るため計画的な防犯灯の

整備に努めます。 
    ⑵ 各町内会で管理する防犯灯の整備推進を行います。 
    ⑶ 道路、公園及び公共施設等においては、防犯機能の向上に努めます。 
    ⑷ スーパーマーケット等の施設を管理する事業者に対し、防犯に配慮した施設

管理の推進について、協力依頼に努めます。 
 
   ４ 学校等における防犯対策の推進 
     幼児、児童及び生徒を犯罪の危険から守るため、学校、関係機関・団体及び町

が連携し、次のような取組みを展開していきます。 

    ⑴ 幼児、児童及び生徒の安全確保を図るための計画等について、現状に即して

いるか検討、見直しなどを行うとともに、危機管理マニュアル等を作成するな

ど教職員等による学校等の防犯管理体制整備に努めます。 
    ⑵ 各種の事件、事故を想定した安全教育を計画的、継続的に実施し、幼児、児

童、生徒等が、防犯・防災についての知識を身につけ、安全に避難する方法等

について理解し、状況に応じて自ら安全な行動ができるように努めます。 
    ⑶ 幼児、児童及び生徒の安全確保を図るため、積極的に情報発信をすることに

より、保護者、地域及び関係機関・団体との連携の充実に努めます。 
    ⑷ 学校等においては、非常警報装置等の防犯警備機器を活用し、不審者の侵入

防止に努めます。 
    ⑸ 児童・生徒が危険を感じた際に駆け込む、「子ども１１０番連絡所」や「地域

防犯連絡員」等との連携の充実に努めます。 
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    ⑹ 児童・生徒が日常的に通学等に利用している通学路の安全確保を図ります。 
      また、学校ごとで実施している見守り隊の充実に努めます。 
    ⑺ 地域学校安全指導員（スクールガード・リーダー）  を中心として、学校

の安全体制を評価検討し、児童・生徒の安全確保に努めます。 
 
   ５ 子どもの健全育成と指導の推進 
     警察、防犯協会、青少年育成町民会議、交番連絡協議会、地域の自主防犯活動

等団体及び町が互いに連携し、防犯パトロール等による街頭指導、有害環境浄化

活動の推進に努めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注５ スクールガード・リーダー 
学校等を巡回し，学校安全体制及び学校安全ボランティアの活動に対して専門的な指導を行

う者です。（文部科学省 HP より） 
  

（注５） 
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 第３節 町民の取組み 
     町民、地域及び関係機関・団体等が、互いに連携を深め、地域の実情にあった

啓発活動を実施し、町民一人ひとりが幅広く防犯に関する知識を習得し、安全意

識を高め、一体となって防犯活動に取組んでいくことが必要です。 
    ⑴ 自分のことは自分で守ることを基本に身の回りの安全点検に努めるとともに、

防犯の視点を取り入れた住まいづくりを進めるように努めます。 
    ⑵ 各家庭での防犯意識、規範意識の向上が図られるように努めます。 
    ⑶ インターネットや携帯電話等に関連したトラブルに巻き込まれないよう、ル

ールを守り責任を持って利用するよう努めます。また、児童・生徒等がインタ

ーネット等を使用する際は、保護者が関心を持ち、フィルタリングサービス（有

害サイトアクセス制限サービス）など適切な措置を講じるよう努めます。 

    ⑷ ＳＮＳ  の利用では、個人情報の流出、安易な書き込みによりトラブルや

犯罪に繋がる場合があることを認識し、適正な利用と、万が一トラブルに遭っ

たときには被害が大きくならないうちに、家族や関係機関に相談するよう努め

ます。 

    ⑸ 自分たちの地域は自分たちで守っていけるように町民相互が連携・協力し、

地域内の点検を行い、地域安全マップの作成などの防犯活動の推進に努めます。 

    ⑹ 防犯に関する講習会や研修等に積極的に参加するなど知識の習得が図られる

ように努めます。 

    ⑺ 犯罪発生箇所の点検パトロールなどの地域活動への積極的参加します。 

⑻ 家族や周りの人が特殊詐欺等  の被害に遭わないために、家庭や地域ぐる

みで日ごろからコミュニケーションを図り、情報の共有や連携に努めます。 
 
 第４節 事業者の取組み 
     事業者は、その事業を行うにあたり、安全で安心して暮らせるまちづくりのた

めに必要な措置を講ずるとともに、地域住民と一体となった、地域防犯活動に取

組んでいくことが必要です。 
    ⑴ 従業員への防犯知識の普及、意識啓発への取組みに努めます。 
    ⑵ 防犯に配慮した施設整備を推進し、防犯防止への取組みに努めます。 

    ⑶ 地域住民と一体となり、犯罪防止運動が図られるように努めます。 

 
 

 

（注４）

（注 3） 
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第２章 交通安全施策の推進 

 
 第１節 現状と課題 

     近年、交通事故による負傷者数、死者数が減少していることを考えると、これ

までの交通安全計画に基づき実施されてきた対策には一定の効果があったものと

考えられます。このため、従来の交通安全対策を基本としつつ、社会情勢や交通

情勢の変化等に対応し、また、実際に発生した交通事故に関する情報の収集、分

析を充実し、より効果的な対策への改善を図るとともに、有効性が見込まれる新

たな対策を推進していく必要があります。 
     交通事故の特徴としては、交差点での出会い頭事故や幹線道路での追突事故が

多くなっており、その主な原因は安全確認の不徹底など人的要因によるものです。

この背景は、高齢者人口の割合の増加、高齢者の運転免許保有数の増加等の要因

が影響しているものと考えられます。 
 
 第２節 町の取組み 

     交通安全対策をより効果的に推進するため、第１０次河北町交通安全計画に基

づき施策を展開していきます。（策定期間：平成２８年度～平成３２年度） 
 

第１０次河北町交通安全計画における目標 

 
・計画期間中の死者数ゼロ 
・計画期間中の年間負傷者数を１００人以下 

        ※最終年（平成３２年）の年間負傷者数を９０人以下 
 
   １ 交通安全思想の普及徹底 
     交通事故を未然に防ぐためには、人間の成長過程に合わせ段階的かつ体系的な

交通安全教育が重要です。また、町民一人ひとりが交通安全の確保を自らの課題

として捉えるよう意識の改革を促すことも重要です。 
    ⑴ 段階的かつ体系的な交通安全教育の推進 
     ① 幼児に対する交通安全教育 
       「かもしかクラブ」（認定こども園、幼稚園）を対象にして、日常生活にお

ける交通安全に必要な技能及び知識の習得を図ります。 
     ② 小学生に対する交通安全教育 
       歩行者及び自転車の利用者として必要な技能と知識を交通教室などを通じ

習得するとともに、各自で道路交通における危険を予測し、これを回避して

安全に通行する意識能力の向上に努めます。 
     ③ 中学生及び高校生に対する交通安全教育 
       日常生活における交通安全に必要な事柄、特に自転車で安全に道路を通行
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するために必要な技能と知識を十分に習得するとともに、道路を通行する場

合は、思いやりをもって、自己の安全ばかりではなく、他の人々の安全にも

配慮できるように意識向上に努めます。 
     ④ 成人に対する交通安全教育 
       自動車等の安全運転の確保の観点から、免許取得時及び免許取得後の運転

者教育の推進に努めます。 
     ⑤ 高齢者に対する交通安全教育 
       加齢に伴う身体機能の変化が歩行者又は運転者としての交通行動に及ぼす

影響などを理解するとともに、関係機関・団体と連携し、参加・体験型の研

修会の開催や運転適性検査器を活用した交通安全教育の推進に努めます。 
     ⑥ 障がい者に対する交通安全教育 
       地域における福祉活動の場を利用するなどして、障がいの程度に応じ、き

め細かな交通安全教育の推進に努めます。 
     ⑦ 電動車いす利用者に対する交通安全教育 
       電動車いす利用中の事故防止に関する広報とその利用に関する交通安全教

育の推進に努めます。 
     ⑧ 外国人に対する交通安全教育 
       定住外国人に対しては、母国との交通ルールや交通安全に対する考え方の

違いを理解するなど、効果的な交通安全教育の推進に努めます。 
    ⑵ 効果的な交通安全教育 
      安全に道路を通行するために必要な技能及知識を習得し、その必要性を理解

できるようにするため、参加・体験・実践型の教育方法を関係機関と連携し推

進します。 
    ⑶ 交通安全に関する普及啓発活動の推進 
     ① 関係機関・団体等と連携した交通安全運動の推進 
       関係機関・団体等の連携の強化を図り、一体となって各季の交通安全運動

に取組みます。 
     ② 交通安全運動の推進 
       各季の交通安全運動や交通安全の日などを中心に、交通事故の実態に即し

た運動を展開するほか、交通安全町民大会を開催し、交通安全の重要性を町

民に発信するとともに、町民総参加による交通安全活動を推進します。 
     ③ 普及啓発活動の効果的な展開 
       交通安全意識の向上を図るため関係機関・団体等が緊密な連携の下に街頭

キャンペーンや積極的な広報活動に努めます。 
     ④ シートベルト全席着用及びチャイルドシートの正しい着用の徹底 
       すべての座席におけるシートベルトの正しい着用、及びチャイルドシート

の着用を推進するため、関係機関・団体が一体となり、着用の徹底を広く呼

びかけます。 
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     ⑤ 薄暮時におけるヘッドライトの早めの点灯及びハイビーム活用の促進 
       季節や気象の変化、地域の実態等に応じ、早めのヘッドライト等の点灯（自

動車及び自転車の前照灯の早期点灯）及び、歩行者を早めに確認できるハイ

ビームの積極的な活用を推進します。 
    ⑷ 地域で守る交通弱者の交通安全対策の推進 
     ① 子どもと高齢者を事故から守る地域づくりの推進 
       子どもと高齢者の交通事故防止の観点から、住民や道路利用者が主体的に

行う「ヒヤリ地図」の作成や、交通安全点検、交通安全パトロールを実施す

るなど住民が積極的に参加できるよう取組みます。 
     ② 高齢者の自主的な交通安全活動の促進 
       交通安全専門員や関係機関による参加・体験・実践型の研修などを通じて、

高齢者の自主的な交通安全活動を促進します。 
    ⑸ 飲酒運転の撲滅 
      飲酒が運転に及ぼす影響やその危険性等の周知を徹底するため、職場、家庭、

飲食店等での取組みを促進し、飲酒運転の追放を図ります。 
    ⑹ 自転車の安全利用の推進 
      歩行者や他の車両に配慮した通行等自転車の正しい乗り方の普及啓発の強化

を図るため、交通に参加する者としての十分な自覚・責任が求められることの

意識の啓発を図ります。 
 
   ２ 安全運転の確保 

     今後大幅に増加が予想される高齢運転者に対する教育等の充実に努め、また、

高齢ドライバーの事故を減らすことにも繋がる、運転免許証の自主返納について

は、町営路線バス利用料金が２年目以降も更新申請により無料で利用出来る支援

制度を広く広報し、自主返納を推進します。 
 
   ３ 道路交通環境の整備 
     道路交通環境の整備については、これまでも関係機関と連携し、幹線道路と生

活道路の両面で対策を推進してきたところであり、事故多発地点等で一定の事故

抑止効果が確認されています。 
  今後は、これまでの対策に加え、子どもや高齢者が安全かつ安心して外出でき

る交通社会の形成を図る観点から安全・安心な歩行空間が確保された人優先の道

路交通環境の整備強化を図っていきます。 
  



第３章 計画を推進するにあたって 

13 

 ⑴ 生活道路等における「人優先」の安全・安心な歩行空間の整備 
      高齢者や障がい者等含め全ての人が安全に安心して参加し活動できる社会を

実現するため、バリアフリーを取り入れた歩道等の整備・推進に努めます。 
    ⑵ 交通安全施設等の整備促進 
      交通安全施設等総点検などにより、交通安全施設が必要と判断した箇所につ

いては、関係機関と調整を行い整備促進に努めます。 
 

 第３節 町民の取組み 

     交通安全は、町民の安全意識により支えられていることから、町民自らが交通

安全に関する知識を持ち、安全意識を高めるとともに、関係機関・団体と連携し、

交通安全活動に取組んでいくことが必要です。 

    ⑴ 自分の家族を交通事故から守るため、「交通安全は家庭から」の意識向上に努

めます。 

    ⑵ 自分たちの地域で、交通安全上の危険箇所を把握し、「ヒヤリ地図」の作成や

交通安全施設の点検など、身の回りの事故防止活動の推進に努めます。 

    ⑶ 町内会、老人クラブなどが開催する交通安全教室に積極的に参加し、知識の

習得が図られるよう努めます。 

    ⑷ 冬期間の歩行環境等を確保する観点から、各戸の敷地等からの雪を道路等に

出さないよう努めます。 

    ⑸ エコドライブ（やさしいアクセル操作等）の実践に努めます。 

 

 第４節 事業者の取組み 

     事業者の交通安全確保に必要な措置を講ずるため、地域住民と一体となった交

通安全活動に取組むことが必要です。 

    ⑴ 安全運転管理者等が法定講習に積極的に参加するなど、安全運転管理体制の

充実強化を図り、交通安全意識の向上が図られるよう努めます。 

    ⑵ 従業員の交通安全講習会等への積極的参加を促し、知識の習得が図られるよ

う努めます。 

    ⑶ 地域住民と一体となり、交通事故防止に努めます。 
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第４章 計画の推進・評価 

 この計画により、町民や事業所及び町、それぞれが防犯や交通安全活動を推進し、

刑法犯認知件数、交通事故件数の減少を目指すため、「安全で安心なまちづくり」に

向けて、継続して活動を推進する必要があります。そのため、刑法犯認知件数、交

通事故件数の結果を踏まえた検証・評価について、その客観性を確保するために地

域安全連絡協議会に諮り、今後の活動に反映させて本計画の推進を確実なものにし

ます。 
 

 

 

 

河北町地域安全推進

基本計画の見直し 

町民、事業所及び町による

各種取り組み 

刑法犯認知件数、交通事

故件数の結果等を踏ま

え、検証、評価 



河北町地域安全連絡協議会委員名簿 
 

№ 委員役職 役  職 氏  名 

1 会長 河北町長 田宮 栄佐美 

2 委員 河北町区長会長 大場 節雄 

3 委員 河北町消防団長 古関 正彦 

4 委員 河北町青少年育成町民会議会長 松田 正 

5 委員 河北交番連絡協議会長 升川 市也 

6 委員 河北町交通安全協会連合会長 笹渕 春雄 

7 委員 河北町教育長 原田 孝夫 

8 委員 河北町校長会長 柏倉 正嗣 

9 委員 山形県立谷地高等学校長 鈴木 雄二 

10 委員 河北町商工会女性部長 細矢 誓子 

11 委員 河北町商工会工業部会長 後藤 敏雄 

12 委員 河北町小中学校ＰＴＡ連絡協議会長 大熊 孝幸 

13 委員 河北町女性団体連絡協議会長 佐藤 明子 

14 委員 河北町認定農業者の会会長 布川 峯夫 

 
  



河北町地域安全推進計画策定会議委員名簿 
 

№ 委員役職 役  職 氏  名 

1 会長 河北町副町長 丹野 正彦 

2 委員 河北町総務課長 河内 耕治 

3 委員 河北町政策推進課長 真木 邦弘 

4 委員 河北町健康福祉課長 槙 繁吉 

5 委員 河北町都市整備課長 後藤 一博 

6 委員 河北町学校教育課長 佐藤 晃一 

7 委員 河北町生涯学習課長 矢作 勲 

8 委員 河北町環境防災課長 須藤 俊一 

 
 
 

河北町地域安全推進計画事務局 
 

№ 委員役職 役  職 氏  名 

1 事 務 局 河北町環境防災課課長補佐兼防災係長 日塔 俊浩 

2 事 務 局 河北町環境防災課防災係総括主任 齋藤 淳 

3 事 務 局 河北町環境防災課防災係主任 矢作 祐一 

 
  



河北町地域安全推進計画策定の経過 
 

年月日 会議名等 内容 

平成２８年１１月１８日 
河北町地域安全連絡協議会委

員及び河北町地域安全推進計

画策定会議委員の委嘱 

 

平成２８年１２月１６日 
河北町地域安全推進計画策定

会議 
・河北町地域安全推進計画

策（案）について 

平成２８年１２月２７日 
河北町地域安全連絡協議会 ・河北町地域安全推進計画

策（案）について 

平成２９年 １月１８日 
河北町地域安全推進計画策定

会議 
・河北町地域安全推進計画

策（案）について 
平成２９年 １月２０日 寒河江警察署との打合せ ・目標値等の確認 

平成２９年 ２月 ９日 
河北町地域安全連絡協議会 ・河北町地域安全推進計画

策（案）について 

平成２９年 ２月１５日 
厚生文教常任委員会 ・河北町地域安全推進計画

策（案）について 



 

河北町地域安全条例 

 

（目的） 

第１条 この条例は、町民の安全に対する意識を高揚し、地域における安全活動を推進す

ることにより、犯罪や交通事故等を未然に防止し、もつて町民の安全で住みよい社会の実

現に寄与することを目的とする。 

（推進事項） 

第２条 町民の安全で住みよい社会の実現のために、「河北町オール安全都市宣言」を基

本理念として、次に掲げる事項を推進するものとする。 

(１) 犯罪の防止に関すること 

(２) 暴力のない明るいまちづくりに関すること 

(３) 交通安全の推進に関すること 

(４) 子どもの安全確保に関すること 

(５) 青少年の健全育成に関すること 

(６) その他この条例の目的を達成するために必要な事項 

（町の責務） 

第３条 町は、町民、事業者、関係団体の自主的な防犯・交通事故防止活動を支援すると

ともに、広報啓発活動を推進し、地域の安全に配慮した環境の整備に努めるものとする。 

２ 町は、前項の施策を実施するにあたつては、町民、事業者、関係行政機関及び関係団

体（以下「関係機関等」という。）と緊密な連携を図りながら推進するものとする。 

（町民の責務） 

第４条 町民は、自らの生活の安全確保及び地域における安全活動の推進に努めるととも

に、町及び関係機関等が実施する安全に関する施策に協力するものとする。 

（事業者の責務） 

第５条 事業者は、安全なまちづくりに係る自主的な活動に努めるとともに、町及び関係

機関等が実施する安全に関する施策に協力するものとする。 

（地域安全連絡協議会の設置） 

第６条 町が実施する町民の地域安全に関する施策を効果的に推進する基本的事項を協議

するため、河北町地域安全連絡協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

２ 協議会の委員は、15人以内とし、町長が委嘱する。 



 

３ 委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

４ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（基本計画の策定） 

第７条 町長は、安全なまちづくり等に関する施策を総合的かつ計画的に推進を図るため

の基本計画（以下「基本計画」という。）を策定するものとする。 

２ 町長は、基本計画を策定するに当たつては、地域安全連絡協議会に諮るものとする。 

３ 町長は、基本計画を策定したときは、これを公表するものとする。 

（委任） 

第８条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
  



 

河北町地域安全推進基本計画策定会議設置要綱 
 
 
 （趣旨） 
第１条 この要綱は、河北町地域安全推進基本計画の策定を行う河北町地域安全推進基本

計画策定会議の設置、組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 
 （設置） 
第２条 河北町地域安全推進基本計画を策定するため、河北町地域安全推進基本計画策定

会議（以下｢策定会議｣という。）を設置する。 
 （所掌事務） 
第３条 策定会議は、次に掲げる事項を所掌する。 
 ⑴ 河北町地域安全推進基本計画の策定に関すること 
 ⑵ その他計画の策定に関し必要なこと 
 （組織） 
第４条 策定会議は、別表１に掲げる者をもって構成する。 
 （会議） 
第５条 策定会議は、必要に応じ会長が招集し、会長が議長となる。 
２ 会長が必要と認めたときは、委員以外の者を出席させることができる。 
 （事務局） 
第６条 策定会議の事務局を環境防災課に置く。 
 （補則） 
第７条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。 
   附 則 
 この要綱は、平成１８年８月１４日から施行する。 
 
 
 
           別表１（策定会議委員名簿） 

番号 役職名 職  名 
１ 会 長 助  役 
２ 委 員 総務課長 
３ 〃 政策推進課長 
４ 〃 健康福祉課長 
５ 〃 都市整備課長 
６ 〃 管理課長 
７ 〃 生涯学習課長 
８ 〃 環境防災課長 

 
 


